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中央構造線トラバースGPS 稠密観測　－断層深部構造と固着域の推定－

Dense GPS observation across the Median Tectonic Line -Estimates of deep structure and
locking depth-
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中央構造線トラバース GPS 稠密観測から得た地殻水平変動場よりフィリピン海プレートの沈み込みの影響を補

正し，中央構造線の傾斜角，固着領域の深さ，ブロック相対運動を推定した．補正後の変動場は，構造線の南側ブ

ロックが北側に相対的に5mm/yr の速度で西方へ変位していることを示している．ブロック運動の境界は中央構造

線そのものより北へ 15-30km に位置している．地震波探査の結果を参考に北傾斜 35 度，GPS 観測結果よりブロッ

ク相対運動5mm/yr という値を採用すると，中央構造線の上部固着域の下限は 15-20km，という結果を得た．

西南日本の地殻変動場に果たす中央構造線の役割を調査する目的で，中央構造線トラバース GPS 稠密観測を実

施している．ここでは，得られた地殻水平変動ベクトルからフィリピン海プレートの沈み込みの影響を除去し，残っ

た変動ベクトルの空間変化を基礎として中央構造線の傾斜角，固着領域の深さ，中央構造線をはさんだ南北ブロッ

ク間の相対運動を推定する試みについて報告する．GPS 観測の詳細については恵口・他(本合同学会講演)を参照さ

れたい．

　中央構造線に沿って地形学的に数 m/1000 年の右横ずれ変位が推定されており，平均して年間数 mm の変動が

予想される．しかし，周辺の地殻変動場においてはフィリピン海プレートの沈み込みによる弾性変形が支配的で，

四国南東部室戸岬付近では北西方向に約 65mm/yr に達する．北へ向かうにつれこの影響は減少するものの，変動場

全体に大きな勾配を生み出す．したがって，中央構造線に起因する変動を議論するには，フィリピン海プレートの

沈み込みによる影響を定量的に評価し除去する必要がある．ここでは日置・宮崎（1999）による方法を採用した．

すなわち，南海トラフ沿いのプレート境界面としてSagiya and Thatcher (1999)による 33 枚の断層面を用い，カッ

プリング係数は Hyndman et al. (1995)の熱モデルを参考に深さ5-25km で 100％，25-35km を遷移帯，35km 以深で

ゼロとした．

　プレート沈み込みの影響が除去された地殻水平変動場を南から北へ概観すると，室戸岬周辺にのみ西南西方

向へ 13-27mm/yr のやや大きな変動が残るものの，これより北側では中央構造線まで西向き 5mm/yr 程度のほぼ一定

した変動が見られ，瀬戸内海を超え中国地方では平均してほぼ変動ゼロとなる．南北間にブロック的な相対運動が

認められるが，その境界となる変動の急変帯は中央構造線の 15～30km 北にあり，構造線の地表トレースをはさん

での有意な相対すべりはない．この観測結果は，中央構造線が北側へ傾斜しており断層上部が固着，より深部で相

対すべりが起きている，と解釈するとうまく説明される．

　伊藤・他（1996）や大西・他（1999）は，地震波探査から中央構造線は北に 30～40 度傾斜しているという結

果を得ている．そこで，傾斜角を 35 度，南北間ブロック相対運動を 5mm/yr，中央構造線のセグメント長を 100km

とすると，上部固着域の下限は15-20km という結果が得られた．

　さらに中央構造線近傍の変動を東西に見ると，変動ベクトルはいずれも構造線の走行に平行な西-西南西向き

であるが，東から西に行くにしたがい変動量が減少する傾向が見られる．もし日置・宮崎（1999）が提唱するよう

に東北日本弧と西南日本弧が衝突し，その結果として四国東部が西方へ押し出されているとすると，中央構造線に

沿って観測された西-西南西向き変位の減少は，力源から遠ざかるにつれての弾性変形の減衰を表している可能性

がある．

　今後，より精密な変動場の決定と他の観測結果を統合したモデル化を目指したい．


